
台湾知財セミナーを開催（2）
王美花

4．国際及び両岸知的財産権提携

次に、台湾と諸外国、さらに中国との協力につ
いてお話ししたいと思います。まず日本との関係
ですが、ここ数年は台湾と日本が最も密に交流を
行っている時期だと言えます。台湾と日本の間で
は経済貿易会議というものはありますけれども、
こうした所を通じて実務的な交流を行うほかに、
日本の特許庁とも密に交流を行っています。この
中では審査官同士の交流もありますし、PPH を
通した協力もあります。さらには優先権の電子書
類での交換といったものについても協議を行って
います。こうしたものが行われるようになって実
際に稼働していけば、日本から出願される1万余
りの出願はハイスピードで審査されていくように
なると考えられます。
また日本の関連の業界の方々、知財関係の協会
ですとか、大学、学校、そういった専門家の方々
も、台湾に来て講演などを行っていただいており
ます。そのことにはとても感謝しております。そ
れから日本の特許庁の方々、審査官の方々も台湾
に来て講演などを行っていただいております。そ
うして法律の改正を進めるに当たって、台湾の法
律がまだ日本に比べて少し緩い、そういった感じ
がしています。
アメリカのほうを見てみたいと思います。この
PPH のプログラムのほかに、審査官の交流とい

うのも行っています。また、台湾とアメリカの間
では経済貿易に関して話し合いを行うシステムも
あります。今週もアメリカとの話し合いが持たれ
ています。この中には知財関係のものも含まれる
かと思います。
EU関係のほうを見てみますと、台湾との間で

は既に知財関係のワーキンググループができてお
ります。毎年2回会議を行っています。この会議
はビデオ会議などの方式で行っております。ま
た、お互いに興味を持っている問題についてシン
ポジウムも行っております。昨年はドイツの連邦
高裁の裁判長の方も台湾に来て講演を行い、ドイ
ツでのさまざまな状況についてわれわれに説明し
てくださいました。ほかの多くの国々とも協力の
覚書を結び、提携を行っています。フィリピンと
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も協力を行っています。
次にここにお見せしているのは、台湾と中国の
間での知財関係の保護協定についてになります。
この保護協力協定の主な中身としては、優先権の
相互承認、共同処理メカニズムの確立、また著作
権認証の取り扱い、植物品種権の出願の受理、ま
たこの保護の対象の拡大、さらには知財を取り扱
う主務部門の交流プラットホームをつくるといっ
た内容が含まれています。
優先権の相互受理についてですけれども、この
協定が発効してから現在まで中国によって受理さ
れた台湾からの優先権の主張は約1万件ありま
す。また台湾が受理した中国からの優先権主張の
件数は 7000 件という非常に大きな数になってい
ますが、これには理由があります。まず一つ目の
理由は、多くの台湾の企業が中国での第1国出願
をしているということ。多くの台湾企業の研究開

発機関が中国大陸にあることと関連があると思い
ます。中国の企業というだけでなく、中国にマー
ケットを持っている企業が中国に第1国出願を
行っている。そのため、このような大きな数に達
していると言えます。
共同処理の案件ですが、まず商標についての共

同処理が一番多くなっています。なぜかというと
中国と台湾は言葉が同じですので、この商標をめ
ぐる争いは逆に多くなっていると言えると思いま
す。そして台湾と中国がお互いに通報をし合う形
によって、協力してこの問題を処理していく状況
もあります。台湾と中国の間では、ワーキンググ
ループの活動やシンポジウムといったことも行っ
ています。このようなメカニズムを通じ、台湾の
企業がいろいろな権利を保護するということにも
つながっています。

交流 2013.7 No.868

― 13 ―



5．IPR政策発展の方向性

次に、台湾の知財に関する政策についてお話し
したいと思います。その中で、台湾の知財戦略の
概要について、またわれわれが企業にどのように
して技術の流れ、特に特許に関する技術の流れを
つかんでもらうか、また訴訟能力をどのように高
めてもらうか、それを考えるという視点から企業
に協力を行っているということをお話ししたいと
思います。
多くの企業は、今、知財こそが産業をさらに発
展させていくエンジンになると感じています。そ
のため、われわれは知財に関する戦略を打ち立て
ています。このカバーしている範囲は、皆さんが
ご承知の工業だけではなく、文化、さらには農業
などについてもカバーしています。また学会によ

る研究の質そのものを高めること、さらには管理
能力を高めることにも主眼を置く、こうした内容
も含まれています。さらに知財をどのようにつ
くっていくのか、それからどのようにこれを運用
し実施していくか、さらにはこの権利をどのよう
に守り、またそういったことを行う人材をどのよ
うに育成していくかということをこの戦略の中に
盛り込んで、今こうした分野にすべて力を注ぐよ
うにしています。
政府でも、この戦略の中身として科学技術研究

に関する計画などを進めながら、パテントポート
フォリオの構築に力を入れています。また、学術
機関などがこの特許の出願書類を書くに当たって
どのようなものを書けるのか、その質についても
高めていくための内容も含まれています。さらに
学術界と産業界の連携というものもまだ今のとこ
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ろ強く行われているわけではないので、強くこう
した連携が取れるよう、その取り組みも含まれて
います。さらにこの知財戦略をしっかり推し進め
るに当たっては人材が必要になってきますので、
そういった人材の育成にも力を入れるという内容
があります。そうしたことを行うことによって、
パテントポートフォリオの構築、特許の実施、そ
れからこれにまつわる訴訟能力を高めることにつ
なげたいという考えです。
ここ数年、産業界は目まぐるしく変化を遂げて
います。こうした変化は台湾の経済にも大きな影
響を与えています。特に携帯電話市場の変化は、
台湾に非常に大きな変化を与えています。台湾で
は HTC という携帯メーカーがありますけれど
も、そのほかにもスマートフォンですとかスマー
トフォンのパーツを生産するような企業がたくさ

んあります。ですから、政府も企業と共にこの
マーケットの変化をつかむ努力をしています。特
に政府部門では、タッチ技術がどのように発展し
ているのか、その流れをつかむ取り組みをしてい
ます。そして、このタッチ技術について各国が台
湾でどのような出願をしているか分析していま
す。また、タッチ技術の特許に関する国際的な訴
訟がどのように行われているかということについ
ても調べています。
このスマートフォンマーケットについても分析

を行ってきました。以前ですとアップルが占める
割合がアップル以外のものよりかなり大きかった
わけですけれども、ここ数年はその状況が変わっ
てきて、アップルが市場全体に占める割合が少な
くなってきています。それからアップルは世界的
にも特許訴訟を起こしているわけですが、台湾の
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HTC についても訴訟が出ていまして、この動き
は台湾にも非常に大きな影響を与えています。こ
うした状況を台湾の智慧局でも分析を進めてい
て、訴訟とどのように向き合っていくか、闘って
いくかということを紹介するようなマニュアルも
作成しています。また、こうした内容に関するシ
ンポジウムなども開催しています。
アップルがサムスンを訴えるという、特許に関
する訴訟が起きています。どういった内容につい
て訴訟を起こしているかここに幾つか書いてあり

ますけれども、内容を見ますと台湾の携帯に使わ
れている技術も網羅されていまして、これに関
わってくるということが感じられます。こうした
ものの中には、ソフト、システムの権利に関する
侵害もあれば、デザインの権利に侵害していると
いう内容も含まれています。そこで智慧局でも、
昨年アップルとサムスンとの間でどういった訴訟
が起こっているかということを多くの人に理解し
てもらうために、何度もシンポジウムを開催しま
した。 （次号へ続く）
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